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　社学が夜学だと思っている世間の人もいまだにいる
という。夜間の第二学部を統合して1966年に作られ
た社会科学部は、勤労学生を支援し、実社会に貢献す
る「社会に開かれた学部」であり、本学の理念を体現し
たものでもあった。創設当時の社会人学生と教員間の
エピソードは事欠かず（＊解説１）、年齢が近いことも手
伝って教員と学生の距離感も近く、献身的な職員の存
在もあり、アットホームな雰囲気が培われた。
　一方、第二学部の寄せ集め的な成り立ちは、良くも
悪くもその後の社学の性格を規定した。良い面は、学
生が自分の関心に合わせてなんでも学べるということ
だが、反面、社学が何たるかを誰もが簡潔に言い表せ
るほど、体系化がなされたわけではない。
　社学は14号館の建て替え（＊解説 2）と前後して段階的
に完全昼間学部となるが、「社会科学諸分野をどう総合
化し、体系化するのか」という問いは今なお継続して
いる。設立から55年で培われた社学の伝統を継承し
つつ、発展の方策を探っていきたい。

＊解説１
「創設当時は、夜間部でしたから、年を
取った人も多かったですね。私が髭を生
やしたのはそのせいです。誰が先生かわ
からないから、髭でも生やして、わかる
ようにしてくれって生徒に言われ『わ
かった、じゃあ、そんなら髭生やしてこ
よう』と。社会人に門戸を開いた学部に
しようってことですから、うちにきた社
会人、多いと思いますよ。彼らの世代は、
生まれた時の生活環境が厳しかったで
しょう。その厳しさを通り抜けた連中は、
それだけの辛抱強さと情熱を持っていた
と思います。」

（ 名 誉 教 授 田 村 正 勝 先 生 へ の イ ン タ
ビュー（2016年7月）より抜粋）

＊解説２
「どの校舎を最初に建てるかということ
で、理事会でも、学部長会でも、争いに
なった。ところがね、古い14号館は、
唯一関東大震災にも耐えて残った大正時
代の校舎（第二高等学院校舎がその前身）
だったんですよ。唯一残っていたんでね、
大丈夫じゃない、危ないんだよと（笑）。
壁にほら、ひびが入ってるだろうと。（中
略）でも、もしこれで地震がきたらね、
14号館は死人が出るよと。絶対うちを
先にやらなくちゃいかんと。まあそれで
もいろいろな反対がいたよ。強い反対が
ね。でも人の命にかかわることはこっち
のほうが先だっていったんだよね。」

（ 名 誉 教 授 田 村 正 勝 先 生 へ の イ ン タ
ビュー（2016年7月）より抜粋）

社 学 の 歴 史と伝 統
夜 間 か ら 昼 間 へ 。社 会 と 関 わ り 、

「 な ん で も 学 べ る 学 部 」と し て 発 展 し て き た 。

これまでの社学

これからの社学
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社学が伝統的に持っている良さとはなんであろうか？
良さの裏側にある良くない点、弱点はどのようなものであろうか？

Question
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1  1977年の早稲田大学早稲田キャンパス。安部球
場（現・中央図書館）の左が15号館（現存）、その隣の
ロの字形の建物が社学の入っていた旧14号館（大学
史資料センター蔵・2348）
2  『社会科学部卒業アルバム』（1974）に掲載された
当時の専任教員
上段左から

2段目

3段目

4段目

時岡弘　池島宏幸　植田捷雄　
大平金一　大畑弥七　大谷恵教　
小林茂　栗山昭一　小野俊夫
掛下栄一郎　田村貞雄　佐藤和夫　
木村時夫　霜田美樹雄　難波田春夫　
中内正利　竹下英男　田中由多加
山之内光躬　服部辨之助　原田謙一　
竹川裕淑　井内雄四郎　本戸啓嗣　
岡野光雄　佐藤忠夫　高橋悦男
中林瑞松　長谷川茂　長谷川洋三　
速川治郎　武川忠一　森乾
福山仙樹　照屋佳男　永安幸正

3  旧14号館　1970年代か（大学史資料センター蔵）
4  旧14号館学生掲示板（『社会科学部卒業アルバム』
1979年度より）
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 1966-75
　社会科学部は、1966（昭和41）年4月、
①「勤労学徒のための夜間学部」、②「社
会科学系専門分野に関する総合的知識の
修得」を旗印として誕生した。当時の早
稲田大学は、学費・学館問題をめぐるス
トライキの真最中。地下鉄東西線が中野・
竹橋間に延長された頃である。勤労学徒
を対象としていたため、社学の開講時間
は17：25 ～ 18：55、19：00 ～ 20：30、
20：35 ～ 22：05の3時限制。タクシーの
運転手をしている学生が、車を校舎に横
付けにしたまま英書購読の授業を受ける
という風景もあった。教室は旧4号館で、
教員室も共同（旧14号館に移転したのは
創設１年半後の1967年9月）。こじんま
りした学部であった分、教員と職員の
ボーダーラインは低く、アットホームな
学部であった。教職が同じ部屋で談笑し、
飲食し、情報交換し、囲碁を囲み、将棋
盤を睨みつけるなど、独特の雰囲気が定
着していった。その後、高度経済成長に
ともなって、入学志願者も1967（昭和

42）年の2444名から1970（昭和45）年の
4336名へと年々増加。逆に勤労学徒の
数が減少してきたので、1971（昭和46）
年から開講時間を15：50（土曜日は14：
10）に繰り上げた。  

 1976-85
　草創期の社学では、教・職・学生が一丸
となって学部発展のために苦心し努力し
た。その甲斐あってか、社学の人気も年
ご と に 上 昇 し、 創 立 か ら10年 を 経 た
1976（昭和51）年、入学志願者がついに
１万人の大台を突破。1978（昭和53）年
には、旧13号館が利用できるようになり、
学生読書室や教員の研究室も拡充された。
それと同時に、社学が標榜する「社会諸
科学の総合」の具体化を目指して、教員
たちは切磋琢磨した。1982（昭和57）年、
早稲田大学が創立百周年を迎えたのを機
に、1983（昭和58）年1月、社会科学部で
はシンポジウム「新しい社会科学を求め
て―社会科学の過去・現在・未来」を開催
し、その成果を出版した。本書は社会の

注目を集め、高い評価を受け、社学の指
針となった。創立百周年前後、社学を所
沢に移転して昼間部にしようとの議論も
あったが、本部キャンパスに留まる道を
選んだ。  

 1986-95
　社学創立から20年を経た1986（昭和
61）年、社学の有職学生は全体の2.3％に
すぎなくなった。学生から始業時間繰り
上げの要望が高まってきたので、平日は
14：40、土曜日は13：00から講義開始と
することとし、翌年から実施した。
　他方、1988（昭和63）年4月、「社会に開
かれた学部」を前面に打ち出して、社会
人学士入学制度を導入、60余名の社会
人学生を3年生に迎え入れた。教場やラ
ウンジで一般学生との交流が深まり、互
いに刺激しあう場が出来上がることを期
待した。1989（平成元）年4月には、自己
推薦による全国推薦入学試験も導入した。
体育や学芸または生徒会活動などの諸分
野で目覚ましい活躍をした生徒、英語検

社 学 の 5 0 年 間 （ 1 9 6 6 - 2 0 1 5 ） を 駆 け 足 で 　 振 り 返 る
島 善髙先生の原稿から

旧14号館（左側）脇スロープ。1966年（大学史資料センター蔵・2306）
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定などの権威ある資格を取得した生徒を、
自己推薦に基づいて入学させる制度で、
タイプの異なる個性ゆたかな逞しい学生
を全国津々浦々から集め、多様性に富ん
だ活力のある社学を築き上げるためで
あった。このように社学は、新たな試み
に次々と、果敢に取り組んだ。そして
1994（平成6）年4月に、夜間大学院であ
る大学院社会科学研究科修士課程も発足、
約140名の大学院生を迎えた。学部理念
をより高度な地平で具現化する試みで
あった。

 1996-2005
　社学創立30周年を迎えた1996（平成8）
年4月、大学院社会科学研究科博士後期
課程がスタートし、17名が合格した。
そして1998（平成10）年には、悲願であっ
た新14号館が出来上がり、9月から全面
開館。社会科学部・社会科学研究科のす
べての施設が14号館に収容されること
になった。同時に夜間学部を脱して、昼
夜開講学部（3時限から開始）へと移行す

ることとなった。これによって女子学生
も増加してきて、カラフルな社学となり、
また外国人留学生を受け入れることも可
能となった。2000（平成12）年になると、

「教育のオープン化」が叫ばれ、他機関・
他学部で履修した48単位を社学の卒業
単位に参入できるようになり、日本女子
大学や学習院女子大学へ、「心躍らせて」
通う男子学生も出始めた。なお、この時
期の出来事として特記すべきことは、
1998（平成10）年4月に「社会科学部卒業
生奨学基金制度」が発足し、同年9月に
最初の奨学生が誕生したことである。社
学の第一期卒業生が卒業25年を迎えた
1994（平成6）年、向学心のある後輩のた
めに奨学金を贈ろうと発起したことに始
まる。

 2006-15
　社学創立40周年目の2006（平成18）年
11月、創設40周年記念シンポジウム「社
会科学の現代的課題と大学の使命」を開
催、創設時の理念「社会科学の総合」の現

代的意義を議論し、その重要性をいよい
よ確認した。翌2007（平成19）年、早稲
田大学が創立125周年を迎えた年、社会
科学部稲門会も設立された。各界で活躍
する社学卒業生相互の交流を図ると同時
に、現役社学生のための奨学基金活動を
継続展開することとした。そして2009

（平成21）年4月には、社学は昼夜開講学
部と決別して、完全な昼間学部へと移行
した。それに伴って大幅なカリキュラム
改正を行ない、基盤専門科目と先進専門
科目とを設置し、2010（平成22）年4月か
ら、原則すべての科目を半期化した。ま
た2011（平成23）年9月には、英語だけで
講義を行なう「現代日本学プログラム」

（CJSP）を開設、第一期生としてアジア
の国々や地域の出身者を中心に24名の
学生が集まった。

*本稿は2016年の創立50周年に際して島善髙先生
（当時社会科学部教授）によって準備されたもので
ある。

社 学 の 5 0 年 間 （ 1 9 6 6 - 2 0 1 5 ） を 駆 け 足 で 　 振 り 返 る

1970年代の早稲田キャンパス（当時は西早稲田キャンパスと呼んだ）。写真に建物名を加筆。青は現存、赤は非現存の建物。撮影年不詳（大学史資料センター蔵・2289）
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社会科学部
History 1966-

社会科学部は2016年4月、創設50周年を迎えました。
当初、存続すら危ぶまれていた社学でしたが、「社会諸科学の総合、学際的な教育・研究」の理念の
もと、教職員・学生・卒業生たちの熱い思いが結集して、今日の隆盛を見るに至りました。ここに
社学50年の歴史を振り返り、更なる躍進への礎としたいと思います。 （websiteより）

社会科学部50周年の際に、社会科学部報を抜粋する形で、これまでの社学のあゆみをwebsite上にまとめた。
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大 学と社 学 の 主 な 出 来 事
（1966-2021）  

1966 社会科学部誕生。学費・学館紛争勃発。第二政治経済学部、学生募集を停止。
1967 16号館竣工。第一・第二理工学部、西大久保キャンパスへの全面移転を完

了。大隈庭園を学生に開放。
1968 第二理工学部廃止。学生相談センター設置。
1969 追分セミナーハウス（現：軽井沢セミナーハウス）竣工。
1970 本庄校舎竣工。建物・校舎の号館表示を変更。
1973 第一政治経済学部を政治経済学部に、第一法学部を法学部に、また第一

商学部を商学部に改称。学生乱入により学部入学式を中止。
1974 昭和19年3月卒業者（学徒出陣の世代）に対し、大隈講堂で卒業証書授与。
1978 産業技術専修学校廃校、早稲田大学専門学校開校。
1979 早稲田中学・高等学校、系属校となる。
1980 商学部入学試験問題漏洩、発覚。
1981 エクステンションセンター設置。17号館竣工。
1982 早稲田大学本庄高等学院開校。創立100周年記念式典。
1987 人間科学部、人間総合研究センター設置。
1988 日本語教育研究センター設置。オープンカレッジ開設。
1989 キャンパスツアー開始。
1990 大隈ガーデンハウス竣工。
1991 総合学術情報センター（現：中央図書館）開館。人間科学研究科設置。
1993 アメリカ合衆国大統領ビル・クリントン氏来校。
1994 社会科学研究科設置。
1996 メディアネットワークセンター設置。
1997 カリキュラムの履修モデル（井桁モデル）導入。アジア太平洋研究センター

設置。
1998 14号館竣工。社学が昼夜開講となる。大学院アジア太平洋研究科設置（研

究科9月入学開始）。會津八一記念博物館開設。中華人民共和国江沢民主
席来校。

2000 学際研究入門など新設。総合研究機構・プロジェクト研究所設置。オープ
ン教育センター設置。

2001 専門学校を芸術学校に改称設置。
2002 早稲田大学系属 早稲田渋谷シンガポール校開校。
2003 ゼミナール２年次春から設置。スポーツ科学部設置。川口芸術学校設置。
2004 国際教養学部設置。学部初の9月入学を開始。政治経済学部国際政治経

済学科設置。8号館・27号館（小野梓記念館）竣工。
2006 26号館（大隈タワー）竣工。大学院スポーツ科学研究科設置。
2007 創立125周年。第一文学部・第二文学部を文化構想学部・文学部に再編。

理工学部を基幹理工学部・創造理工学部・先進理工学部に再編。大隈講堂
改修工事完了。 

2008 63号館竣工。「西早稲田キャンパス」の名称を「早稲田キャンパス」に変更。
2009 社学が昼間学部へ移行。現行のカリキュラム体系に。早稲田大学系属 早

稲田摂陵中学校・高等学校誕生。「大久保キャンパス」を「西早稲田キャンパ
ス」に名称変更。

2010 高等学院中学部開校。早稲田大学系属 早稲田佐賀中学校・高等学校開校。
2011 現代日本学プログラム（CJSP）を開設。2010年度卒業式・大学院学位授与

式中止。2011年度入学式中止。東日本大震災復興支援室設置。14号館
横に杉原千畝レリーフ設置。

2012  WASEDA VISION 150 発表。
2013 大学院国際コミュニケーション研究科設置。グローバルエデュケーションセ

ンター（GEC）設置。クォーター制を導入。
2014 コンセントレーション（特定テーマ研究）開始。
2016 特定テーマ研究、アカデミックカテゴリーに衣替え。先端社会科学研究所

設置。社会科学部創設50周年。
2019 グローバル入試(ソーシャルイノベーションプログラム〜TAISI)創設。
2020 コロナ禍のため2019年度卒業式・大学院学位授与式、2020年度入学式中止。
2021 文部科学省知識集約型社会を支える人材育成事業にソーシャルイノベー

ション・アクセラレートプログラムが採択。

歴代専任教員
（教授・助教授・専任講師・准教授）
＊数字は着任年／任期付教員含む

1966 新井清光　井内雄四郎　池島宏幸　植田捷雄
 大谷恵教　大畑末吉　大畑弥七　岡野光雄
 掛下栄一郎　木村時夫　栗山昭一　弘法春見
 小林茂　佐藤和夫　佐藤忠夫　霜田美樹雄
 鈴木弘　高瀬礼文　竹川裕淑　竹下英男
 田中由多加　田村貞雄　出口保夫　時岡弘
 中内正利　難波田春夫　長谷川洋三
 服部弁之助　原田謙一　福山仙樹　本戸啓嗣
 松原正　桃井金台　山之内光躬　芳野武雄
1967 谷馨　原祐三　森乾　横尾登米雄
1969 中林瑞松　中山末喜　長谷川茂
1970 青木茂男
1972 大平金一　小野俊夫　高橋悦男　速川治郎
 武川忠一
1973 照屋佳男　永安幸正
1974 岡澤憲芙　佐藤紘光
1975 大畠英樹　田村正勝　常田稔
1976 高橋赳夫　東後勝明
1978 池田雅之
1979 大西泰博　坂口博一　辻義昌
1980 古賀勝次郎
1981 小山慶太
1982 成富正信　土方正夫
1983 笠羽映子　那須政玄
1985 辻隆夫　浜口登 
1986 浦田秀次郎　上沼正明　後藤光男　輪湖博
1989 今村浩
1990 篠田徹　内藤明　吉田和夫
1991 島善髙　清水敏　西野伸一郎 
1992 トーマス・ジョセフ・コーガン　東條隆進
 西原博史　野口智雄　長谷川信次　若松新
1993 弦間正彦　中野忠　畑恵子　久塚純一
1994 井上正　坪郷實　富田清美
1995 赤尾健一　早田宰
1996 厚見恵一郎　大森眞紀　葛山康典
 鷲津（池田）明由　劉傑
1997 多賀秀敏
1998 有馬哲夫　土門晃二
1999 林正寿
2000 戸田学　トラン・ヴァン・トゥ
2002 川島いづみ
2003 黒川哲志
2004 奥迫元
2005 笹原宏之　周藤真也　花光里香　福永有夏
2006 小島宏　横野恵
2008 山田満
2009 菅野浩勢
2010 卯月盛夫　佐藤洋一　仲道祐樹　花井みわ　
2011 北村能寛　重松優
 ホートン・ウィリアム・ブラッドリー
2012 山口高領
2013 池谷知明　及川浩希　小長谷英代
2014 須子統太　本多美樹
2015 黄斌　笠島洋一　君塚弘恭　吉田敬
2016 稲生信男　千葉清史
2017 ゲイル・カーティス・アンダーソン　家田修
 牛久晴香　島崎裕子　中林美恵子
 野澤佑佳子　ドリアンダ・リーラ・プロビ
2018 荒井洋一　遠藤晶久　落合基継　下田恭美
 鈴木規子　鄭成　寺尾範野　中島健一
 中橋渉　藤原整
2019 大塚彩美　島田大輔　鈴木俊晴　寺尾隆吉　
 利根川佳子　新美貴英　古川敏明　棟居徳子
2020 阪口正二郎　鄭有希　浜本篤史　平見健太
 星野太　堀芳枝　三田奈穂
2021 タンシンマンコン・パッタジット
 塚林美弥子
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　夜間の第二学部を起源とする社学は、政経・法・商の
影に隠れ、ともすると２番手として埋没してしまいそ
うになる。社会に近い学部としての学士入学枠の拡大

（1987年・記事１）や全国自己推薦入試（1988年・記事
２）は存在感を示すための思い切った戦略であった。
後者はAO入試の先駆けであったが、これは２番手と
しての独自の戦略であっただろう。この特徴的な入試
制度は定着し、様々な能力を持った地方出身の個性あ
る学生が集まり、早稲田に活力を生み出し続けてきた。
　また夜間学部としてのニーズが低下すると、当時は
全国で初めての昼夜開講化（＊解説 3 /記事 3）、そして昼間
学部化へ舵を切った。こうした改革は全て前例のない
ものであり、既成の価値観、既存の制度にとらわれな
い発想をし、改革を実行してきたという自負がある。
　近年は英語学位プログラムを導入したが、これは1
番手の学部に先駆けての改革である。初期に比べると
志願者数も志願者レベルも向上しており、様々な小さ
な改善を積み重ねてきたことの証であろう。以上、第
二学部を起源とする社学は、常に改革を行うことで命
脈を保ってきたともいえるだろう。そして今まさに、
次の改革の段階へと差し掛かっているのである。

2 番 手 戦 略 を 評 価 する
学 部 を 特 色 づ け る 戦 略 を お さ ら い す る と 、

社 学 の 歴 史 は 改 革 の 歴 史 で あ っ た こ と が わ か る 。

これまでの社学

これからの社学

2

社学が生き残るためには、どのような戦略を考えるべきなのか？Question

＊解説 3
「夜間学部に対する需要が一般的に減少
するなかで、社会科学部の学生において
も授業時間帯を早い時間に繰り上げてほ
しいという要望が学生、父母から強く寄
せられ続けて来ました。そうした声に応
え、社会科学部は授業開始時間を86年
に4時限 (14:40 ~ 16:10) へ、さらに本
年度から3時限 (13:00 ~ 14:30) へと繰
り上げ、授業時間を多様な生活実態に対
応出来るように変更して来ました。
しかし、こうした自主的な改革を行って
も、『夜間学部』として設立が認可されて
いるため、いわゆる『夜間学部 (第二学
部)』としてのイメージが払拭されていな
いなど、誤解が相変わらず存在すること
も事実です。そこで、永年の懸案であっ
た夜間学部としての名称を取り除くため、
関係諸機関との折衝の結果、このたび文
部省より夜間の時間帯だけで卒業に必要
な単位が取得出来る設立当初の体制を堅
持することを要件として、社会科学部は 
98 年 10 月 15 日をもって、現在在学中
の学生から『昼夜開講学部』へ移行するこ
とについて承認が得られました。」  

（当時の那須政玄学部長による「社会科学
部の昼夜開講学部への移行について」

（1998.10.15）より抜粋）

フ ォ ロ ワ ー
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記事 1
朝日新聞1987年7月10日
勤労学生の減少を受けてとられた戦
略。学士入学の社会人枠の入試を拡
大するということが報じられた。そ
の後10年を経て、昼夜開講へと舵
を切ることになる。

記事 3
朝日新聞1998年12月16日朝刊
勤労学生の減少、高学歴化などの背景を踏まえて、夜
間学部のニーズが低下して、昼夜開講へ移行すること
を報じている。社学が大きく舵を切った時期。

記事 2
朝日新聞1988年12月20日朝刊 26面
全国自己推薦入試を導入したこの年の暮れ、各紙はこの入試の進行にしたがって繰り返しこ
の制度のことを報じた。
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＊解説 4
定期試験がなくなると、大学生はまじめ
に勉強するか。早大社会科学部が、こん
な「実験」を今年度試みている。講義はさ
ぼってばかり、勉強するのは年二回の試
験前だけといった学生の目を覚まそうと、
定期試験をやめ、各教員が講義の出席点
や抜き打ちテストなどで成績をつけ始め
たのだ。学生たちは「つまらない講義を
何とかしろよ」と不満をいいながらも、
出席率はアップした。冬休み明けの授業
が始まったが、果たして単位が取れるか
どうか、心配顔の学生も多い。授業は六、
七百人が登録しているのに出席者はせい
ぜい百数十人。広い教室の前の方はガラ
ガラ。これが昨年度までの光景だった。
そんな学生たちを驚かせたのは、昨年四
月、「学生諸君へ」と題する田村正勝学部
長名の掲示だった。カリキュラム改革に
触れたうえで、「諸君が過怠なく授業に出
席し、受講・勉学に励まれんことを期待
する」というげき文だ。
続いて例年七月と―二月の各二週間、授
業を休講にして設けていた試験期間をな
くす方針が打ち出された。期末の定期試
験にこだわらず、教員が授業期間中に随
時工夫し、多角的に成績を評価せよとい
うのだ。

「定期試験制度は『試験さえ乗り切れば』
という学生の受動的態度を生む。教員も
評価方法や講義の工夫を怠りがちだった。
年間を通じて学生と教員の緊張感を取り
戻そう、というわけです」と、教務主任
の那須政玄教授は解説する。（略） 

（朝日新聞 1994年1月10日 夕刊11面） 

　政経・法・商を基礎に、社会諸科学の知をいかに総合
化するのか。そしてそれをカリキュラムとしていかに
具現化するのか。それを学生といかに共有し、深く授
業へとコミットさせるのか（＊解説 4）。これらの命題は
常に目の前にぶら下がり続けている。
　カリキュラムの変遷は先人たちの苦心の跡を物語る

（右ページ）。何を考え、何を意図して、そのようなカ
リキュラムとなったのか。これまでの試みから学べる
点は多いはずである。
　また学生にとっては、履修可能な科目の多様さは魅
力であるが、履修方針がないと散漫な結果となる。教
員は、そんな懸念を受けて、科目カテゴリーの設定（コ
ア、基盤、先進など）、科目セットの設定（特定テーマ
研究としてのコンセントレーション。のちにアカデ
ミックカテゴリーに名称変更）などを行って、カリキュ
ラムの体系を学生と共有しようとしてきた。 
　現行のカリキュラムにおける科目カテゴリーの設定、
履修の段階設計は50年余りの試行錯誤を経て編み出
されたもので、大事にすべきフレームである。今日的
な観点からこれまでの試みを振り返り、繰り返し再評
価を行うことも必要であろう。
　目指すべきは、総合的な知の体系をくぐり抜けた学
生自らが設定した問いへの思索を深めることで、その
領域に至るための場やプログラムを作ることであろう。

カリキュラム v e r . X
「 社 会 科 学 の 総 合 化 」は 学 部 の 一 貫 し た テ ー マ 。

試 み て き た こ と は 多 岐 に わ た る 。

これまでの社学

これからの社学

3

社会科学の総合化はどこでどのように具現化されるのか？
カリキュラム体系？授業の場？学生の頭の中？

Question

10



❶ 社会科学部報第４号(1970年3月発行) ❷ 社会科学部報第34号（1997年4月発行）

❸ 社会科学部報第38号 （2000年4月発行） ❹ 社会科学部報第42号（2002年9月発行）

カリキュラム のうつりか わり
社学は常にカリキュラム改革を続けてきたことがわかる。❶は1970年、創
設5年目の学部報での「カリキュラム改正」。選択必修、演習科目、社会科学
総合など大掛かりな改変が行われている。90年代末以降は、昼夜開講、14
号館建設、昼間学部への転換と状況が変わる中で、カリキュラム改革も目ま
ぐるしく行われてきたことがわかる。❷は1997年の学部報に示された通称

〈井桁モデル〉。縦軸に学問分野が並ぶところを、横軸の問題群が串刺してい
くイメージ。❸は2000年、学際研究入門の新設を知らせるもの。その2年後
の2002年の❹は翌年からのゼミナールの充実化、２年次開講を知らせている。
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社 学 が か ぶ っ て い る  20 の 新 た な 波
　社会科学は経験科学であり、近年さらに❶エビデンス
が重視されるようになっている。人類の歩みに関する❷
グローバルヒストリー、世界の多様性をめぐる❸文明間
対話、❹文化的知性が問われている。平和・国際協力は、
❺グローバルガバナンス、❻人間の安全保障が重要課題
である。環境サスティナビリティから、❼人新世という
認識、❽エコロジー経済学、❾社会・経済・生態システム
のレジリエンスが重要である。その中で現代の社会デザ
インは、社会的包摂、❿ケアの倫理による新しいつなが
り、⓫持続可能なスマートシティが重要である。組織の
マネジメント、⓬社会イノベーションは、⓭オープンイ
ノベーション、⓮マルチステークホルダーによるコレク
ティブインパクトが期待される。技術は、⓯ＡＩによる
ディープラーニング、⓰ビッグデータによるデータ科学
が進歩し、学習のあり方は、⓱垂直（専門の熟達）と水平

（越境による新たな知）による知の重ね合わせと学習の動
機づけ、⓲公共政策のコレクティブ・ラーニング（学び合
い）、⓳状況に埋め込まれた学習、具体化したラボ、⓴
ポストコロナにおけるスマート学習も新しい課題である。

技
術

歴
史
文
化

文理融合

1  エビデンス志向　ガイアット（1992）
2  グローバルヒストリー　オスターハンメル（2014）
3  文明間対話　リンチ（2007）
4  文化的知性　ハーマン（2007）
5  グローバルガバナンス　ヤング（1999）
6  人間の安全保障　ハック（1994）
7  人新世　クルッツェン（2006）
8  エコロジー経済学　コスタンザ（1991）
9  レジリエンス社会生態システム　フォーク（2006）
10  ケアの倫理　ギリガン（1982）
11  スマートシティ　カラグリウ（2011）
12  社会イノベーション　ダシン（2011）
13  オープンイノベーション　ホイジン（2011）
14  マルチステークホルダー コレクティブインパクト　カニアとクラマー（2011）
15  ディープラーニング　ルカン他（2015）
16  ビッグデータによる学際社会科学　ボイド（2012）
17  「越境」（水平的学習）と「熟達」（垂直的学習）　エンゲストローム（1987）
18  公共政策のコレクティブ・ラーニング　ヘイッキラ（2013）
19  実践コミュニティの中で状況に埋め込まれた学習　レイヴとウェンガー（1991）
20  2021スマート学習環境（オンライン化上限60単位撤廃）

垂
直
的
学
習

方向性① “熟達”

1
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3
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2

17
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社 学 が か ぶ っ て い る  20 の 新 た な 波

学際

市
民
社
会

市
場・

企
業
経
営

公
共

地
球

国
際

社会科学学際

ここでは特に大きな波をあげたが、
他にも多様な波が迫ってきている。

文理融合

臨
床

これからの社学

1
水平的学習

方向性① “熟達”

方向性②
“越境”11
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S o c i e t y  5.0 に お け る 学 際 性 の  ア ッ プ デ ー ト
知 の 重 ね 合 い を 議 論 する 場 の 実 現
学 び 合 う手 法 の 開 発
コ レ ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ

コース

2 0 2 4 宣 言
　社学の存在意義は〈学際性〉をもって各分野の知を重ね合い、社会に還元す
ること、それを担う人材を育成、輩出することにある。その実現のためには、
知の重ね合いを議論するコースの設立、学び合いを実現するための手法の開
発が不可欠である。
　文明技術の発展とともに分業化がすすみ、現代社会では効率性が重視され
てきた。これには、分業により分野間のコミュニケーション欠落を生み出す
負の側面も否定できない。例えば、環境破壊問題は、各分野間コミュニケー
ション不足の状態で、各分野を統合した結果の合成の誤謬であることは否め
ない。
　現代的状況を踏まえ、社学はその学際性をアップデートしていく必要があ
る。各分野を深く探求する「タテ」展開を基軸にしつつも、分野間でのコミュ
ニケーションを実現し、分野間の知の重ね合いの「ヨコ」展開を実現する人材
を育成・輩出する義

ミッション

務が社学にはある。
　このような問題意識から、一つの大きな社会の諸問題に対し、複数の学問
分野から横断的にアプローチすることを意識したカリキュラムの整備が必要
である。多様な専門分野がともするとバラバラになりがちだった社学を横断
的なコースによって1つにつなげてゆく。以上が、コース設立の意図である。
　また、コースは、ヨコ展開できる人材を育成する場であり、そこでは、と
もに学びあうことを目的とした学びの機会（コレクティブ・ラーニング）を提
供する必要がある。社会科学的知見に基づいてその手法を開発し、協働、議
論、対話を基礎とした社会科学的コミュニケーション能力を育成する。
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S o c i e t y  5.0 に お け る 学 際 性 の  ア ッ プ デ ー ト
知 の 重 ね 合 い を 議 論 する 場 の 実 現
学 び 合 う手 法 の 開 発

これからの社学

2
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